





































































（監査研究科専門職修士課程），計 14 学部，33 専攻及び中国会計博物館，銭幣博物館を




















































































2008 年にサービス創造学部を開設した。更に，少子高齢化社会になった 2014 年に人間社
会学部を設立し，2015 年にグローバル社会が求める国際教養学部も誕生した。
　一方，近年上海立信会計金融学院の会計学部と金融学部は看板学部として，中国教育部
に国家レベル重点モデル学部と指定された。上海立信会計金融学院の 14 学部と 33 専攻は
実社会に役に立つ応用性の強い教育を行ってきたが，最も躍動している中国経済の中心で
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30 所以上，企業 200 社以上と協定を結び，毎年四年生 4000 人ほどを派遣し，インターン
シップに参加させている。
（注：立信会計士事務所，1927 年開設，中国最大の監査法人，正社員 2 万人以上，内公




は 598 校，在学生 85.6 万人，新卒は 16.5 万人であったが，2019 年の大学数は 2956 校（5
倍近く），在学生 2831.03 万人（30 倍以上），新卒 834 万人（50 倍）に増えた。もちろん，
実際に，大学間の競争も激しくなった。大学の多様化や国際化によって，競争力が測られ
るため，中国の大学は在学生を海外大学へ派遣したり，海外留学生を受け入れたりして国


































保険学院 中国人民保険公司財産険上海支店産学研基地 中国人民保険公司 “人保財産険” 上海支店
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で両大学の国際化に貢献している。そして，それぞれのプログラムに参加した卒業生達も
日中両国でグローバル人材として大活躍している。
　2000 年 1 月，上海立信会計学院のキャンパスで千葉商科大学が新設した政策情報学部
は初めて上海 AO 入試を行った。前例がないため，上海立信会計学院の副学長や学部長
らは試験時間中に，受験生の保護者会を開催し，千葉商科大学の信用性などについて説明
し，CUC の連帯保証人となった。両大学の信頼関係はこの上海 AO 入試で強く結ばれた。
　2003 年，日中両国の発展に相応しい応用型の人材を育成するため　両大学は日中協同








（1 学期）に参加した最初の 8 名の学生は，上海立信会計金融学院に派遣された。現地で
履修した専門科目の単位は千葉商科大学に認定された。
　交換留学制度を実施した経験を重ねて，2014 年にダブルディグリープログラム（千葉















































上海 AO 入試 CUC 2000 年～2018 年
夏期語学（中国語）研修 CUC 2003 年～
日中協同コース 立信 2003 年～
交換留学制度（半年） 立信 2006 年～
交換留学制度（本科 1 年） 立信 2009 年～
学生プロジェクト（サービス創造学部） CUC 2009 年～
異文化体験ツアー（経貿学部） 立信 2010 年～
交換留学制度（半年） CUC 2012 年～
社会実践（日中協同コース） 立信 2012 年～
ダブルディグリープログラム CUC・立信 2014 年～
海外短期留学（国際教養学部） CUC 2015 年
大学院（会計ファナンス）準備コース 立信 2016 年
共同研究（教員間）
（CUC 会計ファナンス・立信財税学部） CUC・立信 2017 年～
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国際資格の専門教育が成功した大きな要因は，パートナーが有力な海外機関だからである。




がある。2019 年創立 90 周年に，上海立信会計金融学院の浦東キャンパスでアメリカの趙
氏家族（2016 年 6 月ハーバード大学に教育ビルを寄付した）（注16）の寄付により，趙朱木蘭
図書館が改造された。趙氏家族の父趙錫成と娘 2 人，コロンビア大学（Ph.D）OB（立信
















































































































































（注 10）内田茂男（2019 年）「第 2 期中期経営計画策定にあたり」第 2 期中期経営計画　
2019-2023　学校法人　千葉学園








 （2020.1.19 受稿，2020.3.13 受理）
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〔抄　録〕
はじめに　どの国にとっても，教育は立国の根本である。日本では『頭脳立国』論が提起
されているが中国でも，『科教興国』を国策としている。21 世紀の大学教育に
おいて，どのような教育内容を設定するかは，現在人々が探求する真最中の状
態にある。
目　　的　千葉商科大学と上海立信会計金融学院の協力関係を結んで 20 周年を記念する
契機に，100 年を目指す両大学の方向性を明確にする。
研究方法　文献調査，現地調査，比較研究を行う。
内　　容　教養（リベラルアーツ）と国際化（グローバル）の視点から，両大学の過去
（歴史伝統）を回顧し，現在（現状の姿）をまとめて考察する。両大学が設定
した未来像やビジョンを確認する。①教養（リベラルアーツ）は学生の『人格
形成』という大学教育の根本である。②これからの時代は大学の特徴と専門教
育の実学性で勝負する。③国際化教育はグローバル社会に適用する教養の新定
義である。
結　　論　大学は “未来からの留学生” に道徳教育（マインド―軟教育）をしっかりと受
けさせ，教養と実学（両足―硬教育）をちゃんと身に付け，広い国際視野（目
―賢教育）を持つ真のグローバル人材になれる教育を行い，優れた卒業生を未
来社会に送り返す使命がある。
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施　敏：日中のリベラルアーツにおけるグローバル教育
